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問1 島根県に位置し、戦国時代から江戸時代にかけて大量の良質な銀を生産したことで知られ、2007年にはその歴史的価値が認め
られて世界文化遺産に登録された鉱山を選んでください。 （2019年　和歌山公立入試　類似）

1.  石見銀山 2.  佐渡金山 3.  生野銀山 4.  足尾銅山

問2 1543年に種子島へ伝来した鉄砲が、戦国時代の日本において急速に普及し、合戦のあり方を大きく変えた主な要因として正し
いものはどれですか。 （2020年　群馬県公立入試　類似）

1.  堺や国友などの都市の職人が高
い技術を用いて、鉄砲の国内生産
を可能にしたため

2.  ポルトガル人から輸入するのみ
で、国内の需要をすべてまかなう
ことができたため

3.  室町幕府が鉄砲の製造を独占
し、全国の大名に無償で配布した
ため

4.  キリスト教の布教を許可した大
名に対してのみ、スペインが鉄砲
を贈呈したため

問3 16世紀半ば、フランシスコ・ザビエルらイエズス会の宣教師が日本を含むアジアなど世界各地へ布教に赴いた歴史的な背景と
して、最も適切なものはどれですか。 （2017年　京都公立入試　類似）

1.  ヨーロッパで始まった宗教改革
に対し、カトリック教会が勢力を
立て直そうとしたため

2.  マルコ・ポーロが『世界の記述
（東方見聞録）』で日本を黄金の
国と紹介したため

3.  十字軍の遠征が失敗し、キリス
ト教徒が住む場所をアジアに求め
たため

4.  産業革命によって生産された工
業製品を販売する市場を求めてい
たため

問4 室町時代後期から戦国時代にかけて、幕府の権威が衰える中で、各地の戦国大名が自分の領国内を統治し、家臣団を統制する
ために独自に制定した法律の総称を何といいますか。 （2023年　山口公立入試　類似）

1.  分国法 2.  武家諸法度 3.  御成敗式目 4.  公事方御定書

問5 石見銀山では16世紀前半に「灰吹法」という新しい精錬技術が導入されたことで、銀の生産量が飛躍的に増大しました。この
銀が当時の社会や国際情勢に与えた影響についての説明として、最も適切なものを選びなさい。 （2026年　島根公立入試　類似）

1.  大量の銀が海外へ輸出されたこ
とで、16世紀後半には日本の銀が
世界の産出量の約3分の1を占める
ほどになった。

2.  生産された銀はすべて国内の寺
院や仏像の装飾に費やされ、戦国
大名の信仰心を深める役割を果た
した。

3.  銀は貴重な軍事機密として厳重
に管理され、江戸幕府が成立する
まで海外の商人と取引されること
はなかった。

4.  銀の増産によって日本独自の通
貨制度が完成し、中国から輸入さ
れていた銅銭は一切使われなくな
った。

問6 室町時代後期から戦国時代にかけて、実力のある者が上位の者を打ち倒す「下剋上」の風潮が広がる中、各地の戦国大名は自
らの力で領国を統治する必要がありました。このように、戦国大名が領国内の家臣や民衆の行動を規制し、支配を維持するた
めに独自に定めた法を何といいますか。 （2016年　福岡県公立入試　類似）

1.  分国法 2.  武家諸法度 3.  公事方御定書 4.  御成敗式目

問7 戦国時代の都市についてまとめられた資料において、「有力な商人による自治的な運営が行われていたこと」「種子島に伝来
した鉄砲の主要な生産拠点となったこと」「千利休などの商人がわび茶の文化を完成させたこと」という3つの特徴を持つ、現
在の大阪府に位置する港町はどこですか。 （2023年　滋賀公立入試　類似）

1.  堺 2.  博多 3.  長崎 4.  平戸

問8 「甲州法度之次第」と呼ばれる分国法を制定し、領国内の統治を強化した戦国大名は誰か。 （2021年　沖縄公立入試　類似）

1.  織田信長 2.  上杉謙信 3.  足利義満 4.  武田信玄

問9 大友宗麟をはじめとする有力な戦国大名が、キリスト教を保護し、自らも入信した背景として、当時の状況を説明した文とし
て最も適切なものはどれですか。 （2025年　京都公立入試　類似）

1.  南蛮貿易による利益を得るとと
もに、軍事的に有利な鉄砲や火薬
などの輸入を円滑に進めるため

2.  キリスト教の教えを広めること
で、反抗的な一向一揆などの仏教
勢力を抑え込むため

3.  室町幕府の将軍から、キリスト
教を保護することを条件に領地の
支配権を認められたため

4.  ヨーロッパ諸国の軍隊を日本に
呼び寄せ、国内の戦乱を武力で平
定させるため
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
石見銀山

戦国時代から江戸時代にかけて、日本は世界有数の銀産出国でした。特に島根県の石見銀山は、16
世紀に導入された「灰吹法（はいふきほう）」という新しい精錬技術によって生産量が飛躍的に増
大しました。この銀は「ソーマ銀」とも呼ばれ、東アジアやヨーロッパとの交易においても重要な
役割を果たしました。2007年に、環境に配慮した鉱山運営や流通の歴史が評価され、世界文化遺産
に登録されています。

問2 答え 1
堺や国友などの都市の職人が高い技術を
用いて、鉄砲の国内生産を可能にしたた
め

種子島に伝来した鉄砲は、当時の優れた鍛冶技術を持っていた堺（大阪府）や国友（滋賀県）の職
人たちの手によって、すぐに構造が研究され「国内生産」が行われるようになりました。これによ
り、高価な輸入品に頼ることなく大量の鉄砲を確保することが可能になり、戦国大名の間に広く普
及しました。輸入のみに依存していたとする説は、当時の広範な普及の実態とは異なります。

問3 答え 1
ヨーロッパで始まった宗教改革に対し、
カトリック教会が勢力を立て直そうとし
たため

ルターやカルバンによる宗教改革によって、ヨーロッパ内でのカトリック教会の権威が揺らぎまし
た。これに対抗するため、カトリック側は自己改革を行うとともに、イエズス会などの組織を通じ
て世界各地にキリスト教を広め、教勢を回復しようとする「対抗宗教改革」の動きを強めました。
ザビエルの来日もこの一環として位置づけられます。

問4 答え 1
分国法

室町幕府の力が弱まり、実力で領地を支配する下剋上の世の中になると、戦国大名は幕府の法に頼
らずに自らの領国を治める必要が生じました。そこで、領地内の秩序維持や家臣同士の私的な争い
を禁じるために独自の法を定めました。武田氏の「甲州法度之次第」や今川氏の「今川仮名目録」
などがその代表例です。

問5 答え 1
大量の銀が海外へ輸出されたことで、
16世紀後半には日本の銀が世界の産出
量の約3分の1を占めるほどになった。

灰吹法の導入により高品質な銀の大量生産が可能になると、その銀は博多などの港を通じて中国
（明）や朝鮮半島、さらには東アジアに進出していたポルトガルやスペインとの貿易に用いられま
した。これにより、日本は世界有数の銀産出国として世界経済に組み込まれることになりました。
戦国大名が石見銀山を欲したのは、この銀を背景とした強大な経済力や武器・物資の調達能力を手
に入れるためです。

問6 答え 1
分国法

戦国時代には幕府の権威が衰え、全国一律の法が機能しなくなりました。そのため、各地の戦国大
名は自分の領地（分国）を治めるために独自のルールを制定しました。今川仮名目録や、武田氏の
甲州法度次第などが有名です。江戸時代に幕府が大名を統制するために出した武家諸法度とは、制
定の主体や目的が異なります。

問7 答え 1
堺

戦国時代の堺は、会合衆（えごうしゅう）と呼ばれる有力な商人が中心となって自治的な町運営を
行っていました。堀を巡らせて自衛を行うほど経済力と組織力を持っており、鉄砲の生産や茶の湯
といった文化の面でも、日本の歴史上重要な役割を果たしました。

問8 答え 4
武田信玄

甲斐（現在の山梨県）を拠点とした武田信玄は、領国支配を確かなものにするため「甲州法度之次
第」を定めました。この中には家臣団の統制だけでなく、大名自身の行動を制約する条文も含まれ
ており、領国全体で法による秩序を作ろうとした点が特徴です。

問9 答え 1
南蛮貿易による利益を得るとともに、軍
事的に有利な鉄砲や火薬などの輸入を円
滑に進めるため

当時のキリスト教の布教は南蛮貿易と一体となって行われていました。戦国大名たちは、海外の進
んだ技術や富、特に戦術を大きく変えた鉄砲やその原料となる硝石（火薬の原料）を優先的に確保
するために、布教を許可して宣教師を優遇しました。


